













































してBDI －Ⅱ（Beck, Steer & Brown, １９９６）（小嶋 ・永谷 ・
徳留，2002）をプログラム参加時と終了時に施行し、社会適応評価尺度として SASS-J（Bosc, Gubini, & Polin, 






































































　さらに、終了後 ６か月時点における復職 ・再就職継続群と中断群について検討したところ、3１名が復職 ・再就職を継
続し、 １名が転職就労し、計32名が就労していた。再就職をした 3名は全員就労を継続していた。一方、 3名が再休職
をし、１名が退職をした。転職者、再休職者、退職者はすべて元の職場への復職者であった。再休職者の終了時のBDI-



























表 2　休職者のSASS-J およびBDI- Ⅱの平均値
初回 最終回
SASS-J 3１.7 3６.５
BDI-Ⅱ 20.１ １0.６
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ログラムは大阪の １診療所で先行的な施行があった。しかし、 １年余りで閉鎖され、その閉鎖理由は経営的困難であっ
たとのことである。実際、復職支援プログラムへの参加希望は、当院でも男性患者が多く、女性患者は少ない。また、
「うつ病患者に対する復職支援体制の確立、うつ病患者に対する社会復帰プログラムに関する研究」における調査（秋
山，20１3）においても、男性88.2％、女性１１.8％と男性が多かった。復職を望む患者は男性に多いために、ニードはある
ものの女性のみに限定することは参加者数を限定し、経営的困難に直結する可能性が大きいと考えられた。一方、復職
支援の場において女性のみとするのは、実際の職場環境と異なり、復職から遠ざけてしまう危険があるのではないかと
いう意見もあった。しかし、復職までに十分な認知の修正を行うためには、忌憚のない意見交換が重要であり、休職に
至る心理的負荷について十分話し合える環境を用意することは、意味があると考えられた。
　本プログラムは、性別のみを限定し、参加期間や日数、主治医を変更しないなど自由度の高いプログラムであったが、
参加者の満足度は高く、就労継続率は従来の報告（秋山，20１3）と比較し、有意に良好であった（χ2＝１５.９　df＝ １ 　
p<.00１）。以上から、女性休職者に特化した認知的修正に標的を当てたプログラムは有効であったと考察した。
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